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巡礼文化で交流を！
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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント
御荘和口地区で、11月23日

に宮中で行われる「新嘗祭」に献

上する献穀米の抜
ぬ き ほ

穂式が行われま

した。写真は、献穀者和家重
し げ と み

富さ

んの奥様の佳
か よ

代さんが、清められ

た真新しい鎌で稲穂ひと束を刈り

取ったところです。今年は台風な

どの悪条件が重なりましたが、献

穀者和家さんのご努力や関係者の

支援で例年なみの豊作となりまし

た。

8/22

愛媛県教育研究協議会

南宇和支部の教職員12名

が漁家民宿「海
み ん と

人」(垣

内地区)で、愛南グリー

ン・ツーリズム推進協議

会の指導を受けながら、

石窯によるピザづくりに

挑戦しました。(8/12)

僧都川河川敷で公開され

た、愛南警察署主催に

よる警察犬の臭気選別・

追跡訓練の模様です。こ

のほか水難防止教室や交

通安全こども・高齢者自

転車大会の出場者によ

る実演も行われました。

(7/29)

御荘支所で、中学生海外

研修事業の結団式が行わ

れ、15名の中学生がオー

ストラリアへ出発しまし

た。(8/17)

兵庫県加古川市で開催さ

れる「第41回全国中学校

剣道大会(8/23～8/25)」に

出場する城辺中学校剣道

部が、町長を表敬訪問し

ました。(8/17)

久良地区に伝わる「能山

踊り」は、古木庵に祀

られている顕徳院殿能

山祐賢大居士(御荘領主

勧
か じ ゅ じ

修寺左
さ ま の か み

馬頭基
もと か た

賢)を慰

霊するため、毎年8月1日

から14日の盆の宵まで踊

られます。(8/14)

7月　暴力追放 JUMIN 大会 (16

日 )、宇和海水産構想調整会 (19

日 )、後期高齢者医療広域連合

議会 (21日 松山市 )、くにひろ

育英会理事会・農業支援セン

ター運営協議会・南宇和広域営

農推進協議会 (25日 )、南宇和地

区沿岸警備協議会・農業委員会

(26日 )、愛南地区防犯協会・交

通安全推進協議会総会 (27日 )、

道路整備要望 (28日 大洲市・松

山市 )、宇和海水産構想協議会

(29 日 宇和島市 )、愛媛県漁港

漁場協会理事会・総会 (29日 松

山市 )、愛媛県下三地区剣道優

勝大会 (31 日 )、全四国空手道

選手権大会(31日 松山市 )など。

8月　高速道路整備促進要望 (3

日 高松市 )、災害に強いまちづ

くり検討会 (4日 高知県中土佐

町 )、愛南サッカーフェスティ

バル 2011 開会式 (5 日 )、四国

西南地区少年剣道大会 (7 日 )、

「四国八十八箇所霊場と遍路道」

世界遺産登録推進協議会総会 (8

日 高松市 )、外務省欧州局西欧

課ほかへスペイン視察報告 (9日 

東京都 )、高速道路等整備促進

要望(10日 東京都)、知事陳情(11

日 宇和島市 )、愛媛県戦没者追

悼式 (15日 松山市 )など。

増田地区に伝わる「はなと

りおどり」は、安養寺に祀ら

れている「高
こうやまそんしん

山尊神」への奉

納と、イノシシ退治で犠牲

となった「ちよぼし弥三郎

の供養」「増田地区の安全祈

願」を願って毎年旧暦7月11

日に行われています。(8/10)

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

愛南
こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

町政フラッシュ

p22

香川県高松市で開かれた「第41回四国家庭婦人
バレーボール大会」の前夜に開かれた交歓会の
様子です。愛媛県代表の「インティ御荘」の皆
さん、前夜から大活躍だったようです。(7/17)
【P19参照】

巡礼路の通る町、スペイン・モリナセカ町の美しい
町並みです。昨年11月のモリナセカ町長の愛南町訪
問の返礼として清水町長がモリナセカ町を訪問しま
した。(6/22)【P4参照】

15年ぶりに愛南町で開催された「愛媛
県下三地区剣道優勝大会」では、試合
に先立って真剣による演武が披露され
ました。(7/31)【P18参照】

御荘文化センターで開催さ
れた人形劇「じごくのそう
べい」の一場面です。大き
な鬼の人呑鬼(じんどんき)
に、そうべい達4人が力を
あわせて立ち向かいます。
(8/7)【P16参照】

p4 巡礼文化で交流を！
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昨
年
11
月
に
、
ス
ペ
イ
ン
北
西
部
の
町
モ
リ
ナ
セ
カ
町

か
ら
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
ア
リ
ア
ス
・
バ
ル
ボ
ア
町
長
は

じ
め
関
係
者
が
来
町
し
、
互
い
の
町
の
自
然
や
産
業
、
文

化
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や
町
内
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
そ
の
返
礼
と
し
て
、
モ
リ
ナ
セ
カ
町
及
び
モ
リ

ナ
セ
カ
町
が
属
す
る
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
・
イ
・
レ
オ
ン
州

レ
オ
ン
県
の
県
庁
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に

つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　                  
愛
南
町
長 

清
水
雅
文

モ
リ
ナ
セ
カ
町
で
の
再
会

　
愛
南
町
か
ら
モ
リ
ナ
セ
カ

町
ま
で
は
、
距
離
に
し
て
約

1
0,
0
0
0
k
m
、
所
要
（
移

動
）
時
間
に
し
て
約
22
時
間
30

分
か
か
り
ま
し
た
。
モ
リ
ナ
セ

カ
町
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・

デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
の
巡
礼

路
が
通
る
、
美
し
い
自
然
に
囲

ま
れ
た
の
ど
か
な
町
（
人
口
約

1,
0
0
0
人
）
と
い
う
印
象
で

し
た
。

　
私
は
、
ま
ず
モ
リ
ナ
セ
カ
町

役
場
を
訪
問
し
、
ア
リ
ア
ス
町
長
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
を

果
た
す
と
と
も
に
、
町
長
室
で
お
互
い
の
町
の
こ
と
や
今

後
の
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
会
談
で
は
ア
リ
ア
ス
町
長
か
ら
、
①
文
化
・
経
済
等

6/　

19～30

多
方
面
で
の
交
流
の
充
実
、
②
世
界
中
の
巡
礼
関
係
資
料

を
集
め
た
総
合
巡
礼
博
物
館
の
建
設
、
③
愛
南
町
を
は
じ

め
四
国
の
真
珠
の
展
示
会
の
開
催
な
ど
に
つ
い
て
話
が
あ

り
、
愛
南
町
と
し
て
も
、
今
後
と
も
モ
リ
ナ
セ
カ
町
と
の

交
流
を
続
け
て
い
き
、
ア
リ
ア
ス
町
長
が
考
え
る
事
業
に

も
ぜ
ひ
協
力
し
た
い
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

巡
礼
展
示
室

　
次
に
、
モ
リ
ナ
セ
カ
町
庁
舎
か
ら
歩
い
て
数
分
の
所
に

あ
る
巡
礼
関
係
の
展
示
室
に
向
か
い
ま
し
た
。
展
示
室
で

は
、
日
本
の
巡
礼
関
係
の
物
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
他
国
の
巡
礼
関
係
の
物
を
集
め
た
展

示
室
は
珍
し
く
問
合
せ
も
よ
く
あ
る
そ
う
で
す
。
実
際
、

あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が

こ
の
展
示
室
を
見
て
、

四
国
の
遍
路
道
の
存
在

を
知
り
四
国
八
十
八
箇

所
巡
り
を
し
た
ほ
ど
で

す
。
今
後
は
、
総
合
巡

礼
博
物
館
の
建
設
に
向

け
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
等
の
世
界
中
の
巡

礼
路
の
関
係
者
の
協
力

を
得
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
町
の
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
ア
リ
ア

巡
礼
文
化
で
交
流
を
!

ス
ペ
イ
ン
視
察
報
告

モリナセカ町の風景

巡礼展示室にて（アリアス町長は左から3人目）

町長室にて
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ス
町
長
と
と
も
に
記
者
会
見
に
臨
み
、
地
元
メ
デ
ィ
ア

（
T
V
、
新
聞
社
及
び
ラ
ジ
オ
）
か
ら
取
材
を
受
け
ま
し

た
。
な
お
、
日
本
か
ら
は
「
あ
い
テ
レ
ビ
」
が
同
行
取
材

し
て
お
り
、
来
年
1
月
に
巡
礼
路
を
題
材
と
し
た
番
組
の

全
国
放
送
版
と
四
国
版
が
放
送
さ
れ
る
予
定
だ
そ
う
で

す
。

巡
礼
者
専
用
宿

　
公
式
行
事
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ア
リ
ア
ス
町
長
が

自
ら
運
転
す
る
車
で
ア
ル
ベ
ル
ゲ
（
巡
礼
者
専
用
宿
）

「
サ
ン
タ
・
マ
リ
ナ
」
、
ポ
ン
フ
ェ
ラ
ー
ダ
城
、
ラ
ス
・

メ
ド
ゥ
ラ
ス
（
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
金
鉱
山
跡 

世
界
遺

産
）
、
ワ
イ
ン
工
場
を
視
察
し
て
回
り
ま
し
た
。
特
に
、

無
料
又
は
安
価
な
料
金
（
サ
ン
タ
・
マ
リ
ナ
で
7
ユ
ー

ロ
。
日
本
円
で
約
9
0
0
円
）
で
宿
泊
で
き
る
公
営
・
私

営
の
ア
ル
ベ
ル
ゲ
は
、
巡
礼
路
沿
い
に
点
在
し
て
お
り
利

便
性
も
良
く
、
ま
た
巡
礼
者
の
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
非
常
に
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。
四
国
の
遍
路
道
沿

い
に
も
こ
の
よ
う
な
宿
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
四
国
の
お
遍

路
さ
ん
も
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

レ
オ
ン
県
庁
に
て

　
レ
オ
ン
県
庁
で
は
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
、
レ
オ
ン
県
副

知
事
の
ハ
イ
メ
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
・
ア
リ
ア
ス
氏
に
対
応
い

た
だ
き
ま
し
た
。
副
知
事
か
ら
は
、
「
ス
ペ
イ
ン
の
巡
礼

路
は
キ
リ
ス
ト
教
だ
が
、
こ
う
し
て
日
本
の
巡
礼
路
の
関

係
者
と
の
交
流
が
で
き
嬉
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
今
回
の
事
業
の
橋
渡
し
を
し
て
い
た
だ
い
た

N
P
O
法
人
「
遍
路
と
お
も
て
な
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
松
岡
敬ひ

ろ

ふ

み文
事
務
局
長
か
ら
四
国
の
お
遍
路
の
紹
介
を

し
て
い
た
だ
き
、
ア
リ
ア
ス
町
長
か
ら
、
日
本
の
使
節
団

を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て
の
謝
辞
と
レ
オ
ン

州
特
産
品
の
日
本
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
私
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
交
流
の
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
方
々
に
改
め
て
お
礼
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
愛
南
町
と
し
て
も
今
後
交
流
を
深

め
、
協
力
し
て
い
き
た
い
旨
を
話
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
話
を
受
け
て
、
ゴ
ン
サ
レ
ス
副
知
事
は
、
ア
リ

ア
ス
町
長
が
今
後
取
り
組
ん
で
い
く
総
合
巡
礼
博
物
館
が

成
功
す
る
よ
う
、
ま
た
モ
リ
ナ
セ
カ
町
と
愛
南
町
の
交
流

に
つ
い
て
、
今
後
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う
に
期
待
し
て

い
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
バ
ス
ク
州
ビ
ル
バ
オ
市
の
都
市
政
策
や
ス
ペ

イ
ン
の
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の

水
産
会
社
・
柑
橘
農
園
な
ど
も
視
察
し
ま
し
た
。

結
び

　
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
の
巡
礼
路
と

四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
を
結
ぶ
遍
路
道
。
洋
の
東
西
を
問

わ
ず
な
ぜ
人
々
は
巡
礼
路
を
歩
く
の
で
し
ょ
う
か
。
幸
福

を
求
め
る
人
々
の
思
い
が
宗
教
的
な
意
味
合
い
を
超
え
て

巡
礼
に
駆
り
立
て
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
国
や

歴
史
・
文
化
、
宗
教
が
違
っ
て
も
同
じ
も
の
な
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
国
際
交
流
は
違
う

価
値
観
と
の
出
会
い
で
あ
り
、
そ
れ
を
鏡
と
し
て
自
ら
を

相
対
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の
ス
ペ
イ
ン
視

察
で
は
、
日
本
に
い
る
と
き
と
は
ま
た
違
っ
た
視
点
で
ま

ち
づ
く
り
の
参
考
と
な
る
事
例
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

巡礼者専用宿ゴンサレス副知事（中央）を囲んで
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高
速
道
路「
四
国
８
の
字
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」及
び
一
本
松
〜
宇

和
島
間
の
国
道
56
号
の
整
備

促
進
要
望
を
行
い
ま
し
た
！

◆
建
設
課
か
ら

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
！

◆
町
民
課
か
ら

申
請
手
続
き

　
住
基
カ
ー
ド
は
、
ご
希
望
の
方
に

対
し
て
交
付
し
ま
す
。
町
民
課
又
は

各
支
所
に
交
付
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
愛
南
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

に
限
る
）。

　
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

官
公
署
が
発
行
し
た
写
真
付
き
の
証

明
書
な
ど
、
本
人
確
認
の
で
き
る
書

類
が
必
要
で
す
。
写
真
付
き
の
証
明

書
を
お
持
ち
で
な
い
方
な
ど
、
必
要

に
応
じ
て
郵
送
に
よ
る
本
人
照
会

 8/
   10

　
「
国
道
56
号
一
本
松
・
宇
和
島
間

整
備
促
進
協
議
会
（
会
長 

愛
南
町

長 
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

）」
と
「
四
国
縦
貫
・

横
断
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会

（
会
長 

宇
和
島
市
長 

石
橋
寛ひ

ろ

久ひ
さ

）」

の
合
同
に
よ
り
、
各
協
議
会
会
長

の
清
水
愛
南
町
長
と
石
橋
宇
和
島
市

左から清水町長、石橋市長、小泉政務官、高橋代議士、福本議長、斎藤議長

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
申
請
か
ら
交
付
ま

で
10
日
間
程
度
か
か
り

ま
す
。

※
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
を
お
考
え
の
方

は
、
住
基
カ
ー
ド
の
交

付
手
続
き
を
す
ま
せ
て

か
ら
、
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
し
て
い
た

だ
く
と
、
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
で

す
。

カ
ー
ド
種
類

　
写
真
付
き
と
写
真
な
し
の
２
タ
イ

プ
あ
り
、
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
（
写
真
付
き
を
ご
希
望
の

方
は
、
申
請
の
際
に
無
料
で
撮
影
し

ま
す
）。

交
付
手
数
料
　
５
０
０
円

問
合
せ

　
町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

長
、
役
員
の
斎
藤
武た

け

俊と
し

愛
南
町
議
会

議
長
、
福
本
義よ

し

和か
ず

宇
和
島
市
議
会
議

長
ほ
か
会
員
市
町
・
事
務
局
職
員

で
、
国
土
交
通
省
（
政
務
官
・
幹
部

職
員
）、
民
主
党
陳
情
要
請
対
応
本

部
、
愛
媛
県
選
出
国
会
議
員
等
に
、

「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

整
備
促
進
（
特
に
津
島
〜
内
海
間
の

高
規
格
道
路
の
早
期
の
整
備
要
望
）

と
国
道
56
号
一
本
松
〜
宇
和
島
間
の

道
路
整
備
促
進
要
望
を
行
い
ま
し

た
。
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委員を公募します！
◆総務課から チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
で
子
ど
も

の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

◆
総
務
課
か
ら

チャイルドシートの不適正な

使用・不使用はこんなに危険

チャイルドシートは、
適正に使用しましょう

不適正な使用・不使用の場合⇒

死者数は、　　　　
適正な使用の　　　

※数値は平成22年　警察庁ＨＰより

不適正な
使用･不使用

（人）

16人

2人適正な使用

0　　　  5　　　 10　　　15　　　20

死　者　数

8倍8倍

　愛南町では、「新庁舎建設検討懇話会」「住

民自治評価委員会」の委員を公募します。申

込方法等詳しくは、各担当課まで問合せくだ

さい。なお、他の委員会等の委員を2以上兼

務している方は、応募できませんのでご注意

ください。

委員の名称 新庁舎建設検討懇話会委員

職務の
内　容

新庁舎建設に関する事項を調査検
討し、意見をまとめて町長に提出
する。

報酬等
の条件

日額 7,000円（交通費支給なし）

公募委員数 ２名（委員定数20名）

任　期
委嘱の日から検討結果を町長に報告
するまで

応募資格
町内在住の20歳以上の方で、町政
に関心のある方又は新庁舎建設の
検討に協力可能な方

募集期間 9月20日まで

問合せ
（担当課）

企画財政課（℡７２－７３１７）

委員の名称 住民自治評価委員会委員

職務の
内　容

愛南町自治基本条例及び愛南町住
民参画推進条例の評価及び見直し
に関すること。

報酬等
の条件

日額 7,000円（交通費支給あり）

公募委員数 ２名（委員定数10名）

任　期

委嘱の日から今回の愛南町自治基
本条例及び愛南町住民参画推進条
例の評価及び見直しに係る審議が
終了するまで

応募資格
町内在住の20歳以上の方で、町政
に興味のある方

募集期間 9月20日まで

問合せ
（担当課）

総務課（℡７２－１２１１）

　
先
般
実
施
さ
れ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
使
用
状
況
全
国
調
査
に
よ
れ

ば
、
本
県
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着

用
率
は
、
全
国
平
均
の
57
・
０
％
を

大
き
く
下
回
る
30
・
５
％
と
２
年
連

続
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
で
し
た
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
不
適
正
使

用
・
不
使
用
の
場
合
の
交
通
事
故
死

亡
者
数
は
、
適
正
使
用
の
場
合
の
８

倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年

の
交
通
事
故
死
亡
者
の
う
ち
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
例
も

多
く
あ
る
よ
う
で
す
。

　
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
命
を
守
る

た
め
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト

の
適
正
な

使
用
に
努

め
ま
し
ょ

う
。

チャイルドシート着用推進
シンボルマーク
「カチャピョン」
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教
員
・
事
務
職
員
を

紹
介
し
ま
す
！

◆
愛
大
南
水
研
か
ら

出
場
者
募
集
！

愛
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

動
が
多
く
な
り
、
健
康
的
な
研
究
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
愛
南
町
の
水

産
業
の
発
展
の
た
め
に
役
に
立
つ
研

究
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

日
野　

眞し
ん

成せ
い

（
事
務
総
括
）

　
昨
年
度
か
ら
単
身
赴
任
で
参
り
ま

し
た
。
出
身
は
砥
部
町
、
一
本
松
中

川
に
居
を
構
え
、
天
気
の
い
い
日
は

自
転
車
で
通
勤
し
て
い
ま
す
。
趣
味

は
釣
り
、
専
ら
福
浦
湾
で
挑
戦
し
て

お
り
ま
す
。
窓
か
ら
見
え
る
漁
船
を

眺
め
て
週

末
の
釣
果

を
思
い
浮

か
べ
て
お

り
ま
す
。

た
ま
に
自

転
車
や
徒

歩
で
山
間

の
名
所
巡

り
を
し
て

お
り
ま
す
。

　
仕
事
は
、
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
を
含
め
た
愛
媛
大
学
と
愛
南
町

と
の
連
携
の
橋
渡
し
を
担
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

今
月
号
は
、
昨
年
か
ら
南
予
水
産

研
究
セ
ン
タ
ー
（
南
水
研
）
に
来
ら

れ
た
教
員
、
事
務
職
員
の
方
々
を
紹

介
し
ま
す
。

太
田　

耕こ
う

平へ
い

（
准
教
授
） 

　
昨
年
４
月
に
着
任
し
て
、
瞬
く
間

に
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
愛
南
町

の
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
海
に
囲
ま

れ
、
家
族
（
妻
と
娘
３
人
、
７
月
に

第
３
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
）
共
々
、

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
昨
年
は
、
お
祭
り
な
ど
に
も

参
加
さ
せ
て
頂
き
、
町
の
方
々
に
は

日
々
大
変
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
魚
の
雄
と
雌
が
決
ま

る
仕
組
み
な
ど
、
基
礎
研
究
を
中
心

に
行
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
ち
ら

で
は
、
水
産
現
場
と
密
接
に
関
わ
る

研
究
や
地
域
連
携
に
関
す
る
活
動
を

含
め
て
、
水
産
業
の
盛
ん
な
愛
南
町

な
ら
で
は
の
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
愛
南
町
の
海
域
調
査
や
赤
潮

の
解
析
な
ど
、
環
境
に
関
す
る
研
究

も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
う
し

た
漁
場
特
有
の
環
境
情
報
と
水
産
生

物
の
生
産
と
の
結
び
つ
き
を
詳
し
く

研
究
し
な
が
ら
、
地
域
の
水
産
業
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

岩
井 

俊と
し

治は
る

（
特
任
助
教
）

　
昨
年
４

月
に
、
北

海
道
大
学

か
ら
南
水

研
に
移
っ

て
き
ま
し

た
。
北
海

道
・
札
幌

市
で
13
年

間
暮
ら
し

て
い
た
の

で
、
雪
が
無
く
、
温
暖
な
愛
南
町
は

快
適
で
す
。
主
な
担
当
は
養
殖
魚
の

飼
料
の
開
発
で
す
が
、
他
に
も
南
水

研
で
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
研
究
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
に
い
た

こ
ろ
は
室
内
で
ば
か
り
実
験
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
に
来
て
船

舶
免
許
を
取
得
し
て
、
野
外
で
の
活 太田先生（左）と岩井さん（右）

日野さん

　
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト

の
競
技
力
向
上
を
め
ざ
し
「
愛
ー
１

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
１
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
８
日（
土
）

　
　
　
受
付
11
時
45
分
か
ら

　
　
　
競
技
開
始
13
時

場
所
　
南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
広

場種
目
　
60
ｍ
走
、
１
０
０
ｍ
走
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ

ト
、
ロ
ン
グ
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、

一
輪
車
競
争
、
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー
、
モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

申
込
期
限
　
９
月
27
日（
火
）

参
加
料
　
無
料

参
加
資
格
　
町
内
に
居
住
、
就
学
又

は
勤
務
す
る
方

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課

　
愛
南
体
協
事
務
局

（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）
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愛
媛
の
救
急
医
療
を

守
ろ
う
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　
近
年
、
休
日
や
夜
間
、
救
急
病
院

に
軽
症
の
患
者
さ
ん
が
集
中（
※
）し
、

医
師
の
負
担
が
増
え
て
い
る
ほ
か
、

安
易
な
救
急
車
の
呼
び
出
し
で
出
動

回
数
が
増
加
し
、
重
症
な
患
者
さ
ん

の
搬
送
に
困
る
ケ
ー
ス
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
住
民
の
皆
様

に
適
切
な
医
療
を
提
供
で
き
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
、
そ
う
な
ら
な

　
平
成
17
〜
21
年
度
に
か
け
て
日
本

脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨

の
自
粛
に
よ
り
、
接
種
を
受
け
る
機

会
を
逸
し
た
平
成
７
年
６
月
１
日
か

ら
平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
方
に
対
し
て
、
４
歳
以
上

20
歳
未
満
の
間
、
日
本
脳
炎
の
定
期

予
防
接
種
（
全
額
公
費
助
成
）
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

標
準
的
な
接
種
年
齢

第
１
期
（
３
回
）

　
初
回
接
種
（
２
回
）
３
歳  

　
追
加
接
種
（
１
回
）
初
回
接
種
後

　お
お
む
ね
１
年
後
　
４
歳

第
２
期
（
１
回
）
９
歳

＊
接
種
回
数
が
不
足
し
て
い
る
方

は
、
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　
休
日
や
夜
間
に
、
ど
の
病
院
に
行

け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
に

は
、
え
ひ
め
救
急
医
療
ネ
ッ
ト
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
参
考
に
さ
れ
る

か
、
南
宇
和
郡
医
師
会
休
日
当
番
医

案
内
（
℡
７
２
―

１
２
３
４
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
や
け
が
の

場
合
は
、
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
利
用
で
き
る
時
間
帯
は
毎
日
19
時

〜
23
時
、
電
話
で
＃
８
０
０
０
を
押

す
と
つ
な
が
り
ま
す
。

※
平
成
22
年
11
月
の
１
か
月
間
に
、
県

内
救
急
告
示
病
院
で
受
診
し
た
全
救
急

患
者
の
う
ち
、
軽
症
患
者
の
占
め
る
割
合

は
77
・
７
％
（
全
救
急
患
者
１
４
，６
４
７

人
、
軽
症
患
者
１
１
，
３
７
８
人
）。
た

だ
し
、
平
成
20
年
11
月
と
比
較
す
る
と

▲
２
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
少
（
全
救
急
患

者
１
６
，
３
６
２
人
、
軽
症
患
者
１
３
，

１
２
６
人
、
軽
症
患
者
の
占
め
る
割
合

80
・
２
％
）。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

い
た
め
に
『
愛
媛
の
救
急
医
療
を
守

る
１
４
３
万
人
の
県
民
運
動
（
愛
救

１
４
３
運
動
）』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
医
療
機
関
や
救
急
車
の
適

切
な
利
用
を
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

に
心
が
け
て
い
た
だ
く
取
組
み
で
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

普
段
か
ら
の
３
つ
の
心
が
け

①
日
頃
か
ら
『
か
か
り
つ
け
医
』
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

②
健
康
診
断
や
検
診
等
に
よ
り
、
病

気
の
予
防
や
早
期
発
見
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

③
家
庭
で
薬
を
常
備
し
ま
し
ょ
う
。

 

受
診
に
あ
た
っ
て
の
３
つ
の
心
が
け

①
な
る
べ
く
医
療
機
関
の
通
常
の
診

療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
も
、
軽
症

の
場
合
は
、
通
常
の
受
付
順
と
な
る

場
合
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ

う
。

③
休
日
や
夜
間
で
比
較
的
症
状
の
軽

い
方
は
、
在
宅
当
番
医
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

 

症
状
は
軽
い
け
れ
ど
、ど
う
す
れ
ば
…

症状に応じた救急医療機関の役割分担
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
へ
の
全
額
公
費
助
成
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

歳

0～
4
5～
9

10
～
14

15
～
19

20
～
24

25
～
29

30
～
34

35
～
39

40
～
44

45
～
49

50
～
54

55
～
59

60
～
64

65
～
69

70
～
74

75
～
79

80
～
84
85
～

人口10万対
24
22
20
18
16
14
12
10
8
6
4
2
0

日
曜
総
合
健
診
の

お
知
ら
せ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
若
い
女
性
に
発
症

率
の
高
い
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
や
重

症
化
を
予
防
す
る
目
的
で
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
が
ん
検
診
に
か
か
る
費
用

を
全
額
公
費
助
成
し
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
料
金

　
　
　
　

全
額
公
費
助
成
の
対
象

実
施
期
間　

平
成
23
年
４
月
１
日

〜
平
成
24
年
３
月
31
日

対
象
者　

中
学
１
年
生
〜
高
校
２
年

生
相
当
年
齢
の
女
性
（
平
成
６
年
４

月
２
日
〜
平
成
11
年
４
月
１
日
生
）

注
意
事
項

＊
半
年
間
に
３
回
接
種
し
ま
す
。
３

回
接
種
し
な
い
と
十
分
な
予
防
効
果

が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
３
回
接
種
と
も

全
額
公
費
助
成
を
受
け
る
に
は
、
平

成
23
年
９
月
末
日
ま
で
に
初
回
接
種

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

＊
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

予
防
接
種
法
に
定
め
ら
れ
た
定
期
接

種
で
は
な
く
、
法
律
上
に
接
種
を
受

け
る
努
力
義
務
が
な
い
任
意
接
種
で

す
。
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
よ
く
話

し
合
っ
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　子宮頸がんは、発がん性ヒトパピロー

マウイルス（ＨＰＶ）の感染により発症

し、20～30歳代から罹患率が増加しま

す。

　子宮頸がん予防ワクチンは、発がん性

の高いＨＰＶへの感染を予防し、10歳代

での接種が最も効果的です。

年齢階級別子宮頸がん罹患率（2005年）

資料：国立がん研究センターがん対策情報センター

　
次
の
日
程
で
日
曜
総
合
健
診
を
実

施
し
ま
す
。
今
年
受
診
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
又

は
直
接
下
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
日
曜
総
合
健
診
は
申
込
み
が

な
い
と
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い

実
施
日
　
11
月
13
日（
日
）

場
所
　
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
８
時
30
分
〜
11
時
、
13

時
30
分
〜
14
時
30
分（
胃
が
ん
検
診

の
受
付
は
11
時
ま
で
）

健
診
内
容

特
定
健
診

30
才
以
上

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

40
才
以
上

子
宮
が
ん
・
骨
粗
鬆
症
検
診

20
才
以
上
女
性

乳
が
ん
検
診

40
才
以
上
女
性

前
立
腺
が
ん
検
診

50
才
以
上
男
性

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診 

40
歳
以
上

(

こ
れ
ま
で
に
健
診
や
医
療
機
関
で

受
診
し
た
こ
と
の
な
い
方
）

料
金
　
無  

料

申
込
み
期
限
　
10
月
５
日（
水
）17
時

ま
で（
期
限
厳
守
）

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　
内
海
支
所
　（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）

　
御
荘
支
所
　（
℡
７
２
―

１
１
１
１
）

　
一
本
松
支
所（
℡
８
４
―

２
２
１
１
）

　
西
海
支
所
　（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）

◆
以
下
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

・
名
前

・
住
所

・
生
年
月
日

・
電
話
番
号

・
希
望
健
診
名
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む
し
歯
０
本
、

　
　
　
お
め
で
と
う
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

い
い
歯
に
し
た
い
！

母
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

組
織
再
編
の

　
　
　
お
知
ら
せ
！

◆
中
国
四
国
農
政
局
愛
媛
農
政
事
務
所
か
ら

肱川

ＪＲ予讃線

大洲市総合福祉センター

大洲北中学校

大洲中央病院

中国四国農政局
松山地域センター
大洲支所

ＪＡ愛媛
たいき

Ｊ
Ｒ
伊
予
大
洲
駅

冨
士
山
ト
ン
ネ
ル

● ●

●

●

●

　
町
で
は
、
５
歳
児
歯
科
健
診
で
、

む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児
健

診
で
は
、
33
名
の
受
診
者
の
中
で
16

名
の
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

  

脇
　
田
　
菜な

な

こ

々
子
ち
ゃ
ん 

（
柏
）

  

坂
　
本
　
野の

乃の

花か

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
平
城
）

  

清
　
水
　
勇ゆ

う

　
佑す

け

く
ん 

（
御
荘
平
城
）

  

羽
　
田
　
桃も

　
萌も

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
平
城
）

  

坂
　
井
　
愛あ

い

リ
カ
ち
ゃ
ん 

（
御
荘
平
城
）

  

砂
　
田
　
愛あ

い

　
浬り

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
平
城
）

  
松
　
本
　
安あ

ん

　
奈な

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
長
月
）

  

澤
　
近
　
大だ

い

　
地ち

く
ん 

（
城
辺
甲
）

  

河
　
島
　
京
き
ょ
う  

花か

ち
ゃ
ん 

（
城
辺
甲
）

  

西
　
本
　
汰た

い

　
希き

く
ん 

（
城
辺
甲
）

 

西
　
本
　
奈な

　
央お

ち
ゃ
ん 

（
城
辺
甲
）

 

久
　
能
　
大た

い

　
河が

く
ん 

（
僧
　
都
）

 

中
　
松
　
佑ゆ

う

　
香か

ち
ゃ
ん (

中
　
川
）

 

岡
　
原
　
大た

い

　
樹き

く
ん (

中
　
川
）

 

田
　
島
　
七な

な

　
海み

ち
ゃ
ん (

中
　
川
）

 

徳
　
田
　
　
羚れ
い

　
く
ん (

増
　
田
）

　
愛
媛
県
と
㈳
愛
媛
県
歯
科
医
師
会

主
催
に
よ
る
「
第
60
回
母
と
子
の
よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
７
月
９
日

に
松
山
市
で
開
催
さ
れ
、
棟
田
理り

佐さ

さ
ん
（
御
荘

平
城
）
と
忠な

り

仁と

く
ん
（
４

才
）
が
優
秀

賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
農
業
経
営
の

安
定
や
食
品
安
全
に
関
す
る
業
務
等

を
国
が
的
確
に
実
施
す
る
体
制
を
整

備
す
る
た
め
、
平
成
23
年
９
月
１
日

を
も
っ
て
地
方
農
政
事
務
所
を
再
編

し
、
各
県
に
地
域
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
南
予
地
域
を
担
当

し
て
き
た
愛
媛
農
政
事
務
所
地
域
第

一
課
及
び
大
洲
統
計
・
情
報
セ
ン

タ
ー
は
松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
大
洲
支

所
と
し
て
再
編
・
整
備
し
ま
し
た
。

地
域
第
一
課
庁
舎
は
８
月
末
日
を

も
っ
て
廃
止
し
ま
し
た
。

名
称

　
中
国
四
国
農
政
局

　
松
山
地
域
セ
ン
タ
ー

　
大
洲
支
所

住
所

　
〒
７
９
５
―

０
０
６
３

　
大
洲
市
田
口
甲
２
０
２
２
―

７

　（
旧
大
洲
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
庁
舎
）

（
℡
０
８
９
３
―

２
４
―

３
０
２
３
）

（
℻
０
８
９
３
―

２
４
―

７
７
７
５
）

問
合
せ

　
中
国
四
国
農
政
局

　
愛
媛
農
政
事
務
所

（
℡
０
８
９
―

９
３
２
―

１
１
７
７
）
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愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
④
！

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

で
は
、
郷
土
料
理
や
地
場
産
物
を
取

り
入
れ
た
給
食
を
実
施
す
る
な
ど
し

て
、
食
事
を
す
る
楽
し
さ
や
郷
土
の

食
材
を
使
っ
た
料
理
へ
の
関
心
、
ふ

る
さ
と
の
味
を
愛
す
る
心
を
育
て
る

愛
な
ん
食
育
推
進

第
17
回

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　
９
月
は
、
16
日
に
「
愛
南
な
す

と
オ
ク
ラ
の
カ
レ
ー
」
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

栄養価（１人分）
エネルギー　415㎉
たんぱく質　15.7ｇ
脂質　　　　  5.8ｇ

作り方
①麦飯を炊いておく。
②鯛を焼き、身をほぐす。    
③鍋に水を入れて沸かし、和風だしを入れ
てだし汁を作る。    
④ほぐした鯛の身をミキサーにかけ、少量
のだし汁でのばす。    
⑤みそをオーブントースターで香ばしく焼
き、ミキサーにかける。ミキサーの中の具材
を鍋に移し、残りのだし汁を入れてのばす。    
⑥きゅうりは輪切りにし、ねぎは小口切
り、レモンは皮をみじん切りにする。    
⑦しらたきを2㎝長さに切り、フライパンで
から煎りして、しょうゆで味付けする。
⑧しらたきと⑥を⑤に加え、混ぜる。

材料（４人分）
米　　　　 　　　280g
押し麦　　 　　　  40g
鯛　　　　 　　　150g
麦みそ　　 　　　100g
和風だし　 　　　　 4g
水　　　　 　　　380g
きゅうり　 　　　  80g
しらたき　 　　　  40g
葉ねぎ　　　 　　  10g
レモン　　　　小さじ2
濃口しょうゆ　 　  0.8g

主食：鯛の冷や汁 

使用している愛南産農水産物 愛南町では、温暖な気候を利用した早期米の生産
が盛んで、愛媛県で最も早く収穫できるのが特徴
です。収穫するお米の7割が早期米で、品種とし
てはコシヒカリが全体の6割を占めています。

米

栄養価（１人分）
エネルギー　165㎉
たんぱく質　15.7ｇ
脂質　　　    6.3ｇ

材料（４人分）
カツオ　　　　240g
酒　　　　　　小さじ１
食塩　　　　　小さじ１/３
でんぷん　　　大さじ２.５
濃口しょうゆ　小さじ２
上白糖　　　　小さじ３
みりん　　　　小さじ１
レモン果汁　　大さじ１

主菜：カツオのレモン煮

使用している愛南産農水産物 カツオは、愛南町の「町の魚」に指定されていま
す。春にはあっさりとした「上りカツオ」、秋に
は脂ののった「戻りカツオ」と1年に2回の旬があ
り、季節によって2つの味を楽しめる魚です。

カツオ

作り方
①レモンを絞っておく。

②カツオは角切りにして、酒をふる。

③カツオに塩をふり、下味を付ける。

④カツオにでんぷんをつけて、油で揚げ

る。

⑤濃口しょうゆ・上白糖・みりんを火にか

ける。

⑥煮立ったらレモン果汁を入れる。

⑦揚げたカツオを⑥に加え、さっとからめ

る。 

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
４
回
目
と
な
る
「
あ
い
な
ん
料
理

レ
シ
ピ
」
は
、
学
校
給
食
の
献
立
の

中
か
ら
、
郷
土
料
理
と
し
て
家
庭
に

伝
わ
っ
て
い
る
「
冷
や
汁
」
や
再
び

旬
を
迎
え
る
「
カ
ツ
オ
」
を
使
っ
た

料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

※今回は鯛を使いましたが、アジ、イトヨリなどでも美味しくできます。
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９
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

国
民
年
金
！

◆
町
民
課
か
ら

「
動
物
愛
護

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
え
ひ
め

２
０
１
１
」の
お
知
ら
せ
！

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

無
料
法
律
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て
！

◆
総
務
課
か
ら

　

７
日
・
14
日
・
21
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

10
月
の
引
取
日
は
、

　
５
日
・
12
日
・
19
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　
引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い

犬
・
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、
有
料（
愛

媛
県
収
入
証
紙
が
必
要
）で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す 

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出

は
加
入
す
る
時
だ
け
で
な
く
、
被
保

険
者
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も

必
要
で
す
。
も
し
、
届
出
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
、
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
受
け
取
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
厚
生
年
金

や
共
済
年
金
加
入
者
を
除
く
）

　
第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の

で
、
印
鑑
（
本
人
自
署
の
場
合
は
不

要
）
を
持
参
し
て
、
住
所
地
の
市
町

村
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
退
職
し
た
時
（
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
加
入
者
の
場
合
）

　
第
２
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、
印
鑑

（
本
人
自
署
の
場
合
は
不
要
）
と
年

金
手
帳
と
退
職
の
日
が
わ
か
る
資
料

を
持
参
し
て
、
住
所
地
の
市
町
村
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
が
、

配
偶
者
が
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
を

辞
め
た
と
き

　
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
９
月
16
日（
金
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

日
時
　
９
月
23
日（
金
・
祝
）

　
　
　
11
時
〜
15
時
30
分

場
所
　
愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
松
山
市
東
川
町
乙
44
―

７
）

催
し
物

　
犬
の
し
つ
け
方
教
室
、
犬
の
障

害
物
競
走
体
験
、
動
物
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
、
動
物
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
合
せ

　
愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
７
７
―

９
２
０
０
）

日
時
　
10
月
５
日（
水
）10
時
〜
15
時

場
所
　
松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支

部
（
宇
和
島
市
鶴
島
町
８
―

16
）

参
加
方
法
　
当
日
、
直
接
開
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
。

相
談
者
　
愛
媛
弁
護
士
会
所
属
の
弁

護
士

相
談
内
容
　
金
銭
関
係
、不
動
産
関
係
、

家
庭
関
係
な
ど
の
悩
み
事
に
つ
い
て

相
談
時
間
　
30
分
以
内

費
用
　
無
料

そ
の
他

　
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
部

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
１
３
３
）

保
険
者
へ
異
動
と
な
り
ま
す
の
で
、

印
鑑（
本
人
自
署
の
場
合
は
不
要
）と

年
金
手
帳
、
配
偶
者
の
退
職
日
が
わ

か
る
資
料
を
持
参
し
て
、住
所
地
の
市

町
村
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４
）

　町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）
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９月の保健事業のお知らせ 自
衛
隊
学
生
募
集
の

お
知
ら
せ
！

◆
総
務
課
か
ら

第
一
次
試
験
地
　
松
山
大
学

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

受
験
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
20
歳
ま
で
の
方

受
付
期
間
　
９
月
５
日
〜
９
月
30
日

第
一
次
試
験
日
　
10
月
29
日（
土
）

〜
30
日（
日
）

第
一
次
試
験
地
　
松
山
大
学

防
衛
大
学
校
学
生

受
験
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
20
歳
ま
で
の
方

受
付
期
間
　
９
月
５
日
〜
９
月
30
日

第
一
次
試
験
日
　
11
月
５
日（
土
）

〜
６
日（
日
）

第
一
次
試
験
地
　
宇
和
島
市
役
所
他

問
合
せ

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１
）

「
南
予
グ
ル
メ
選
手
権
２
０
１
１
」

「
合
同
産
直
市
」の
お
知
ら
せ
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

各種健（検）診
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

胃がん検診

  2日 金 久良ふるさとセンター ７：００～  ８：３０

27日 火 網代消防倉庫前 ７：００～  ８：００

29日 木 家串公民館 ７：００～  ８：００

30日 金 内海保健センター ７：００～  ８：３０

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

1日 木 ＤＥ・あ・い・21 １２：３０～１４：００

2日 金 一本松保健センター １２：３０～１４：００

5日 月 一本松保健センター １２：３０～１４：００

6日 火 一本松保健センター １２：３０～１４：００

8日 木 僧都ふれあい交流館 １２：３０～１４：００

12日 月 城辺保健福祉センター
９：００～１０：３０

１２：３０～１４：００

22日 木 赤水公民館 １２：３０～１４：００

26日 月 城辺保健福祉センター １２：３０～１４：００

30日 金 御荘文化センター
９：００～１０：３０

１２：３０～１４：００
※特定健診を希望される方は、ご加入の医療保険から発行された特定健診受診券と健
康保険証をお持ちください。

乳幼児健康診査
内　容 日 曜日 場　所 対象年齢

乳児健診 13日 火
城辺保健福祉センター

H２３年２月１日～３月３１日生
５歳児健診 27日 火 H１８年６月１日～７月３１日生

育児相談
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 2日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００
すくすく相談

14日 水
城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

育児相談 内海保健センター ９：３０～１１：３０
うみのこ広場 15日 木 西海支所２階親子ふれあい交流室 ９：３０～１１：３０
みなみっ子 26日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他

内　容 日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 16日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

乳児栄養相談
21日 水 城辺保健福祉センター

１３：３０～１５：３０
「もぐもぐ教室」 事前申込み

看
護
学
生
（
看
護
師
）

受
験
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
23
歳
ま
で
の
方

受
付
期
間
　
９
月
５
日
〜
９
月
30
日

第
一
次
試
験
日
　
10
月
22
日（
土
）

日
時
　10
月
８
日（
土
）〜
９
日（
日
）

場
所

　宇
和
島
商
店
街
き
さ
い
や
ロ
ー
ド

問
合
せ

　商
工
観
光
課（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）

にゃんよからのお知らせ

10月8日（土）・9日（日）に、

宇和島商店街きさいやロー

ドで、「南予グルメ選手権

2011」と「合同産直市」が開

催されるにゃ！ぜひ、みんな

もこの機会に南予9市町のご

当地グルメや美味しい食材を

堪能するにゃ。 えひめ南予観光PRキャラクター
「にゃんよ」
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

９
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

９・１０月行事予定表

第１日曜日   4日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第２日曜日 11日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第３日曜日 18日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

敬 老 の 日 19日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

秋 分 の 日 23日 福岡内科外科医院 一 本 松 ☎84-3600

第４日曜日 25日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

９月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

国

民

健

康

保

険

税

4期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

3期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

9/29

10/27

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

9/27

10/25

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

9/22

10/21

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

9/20

10/19

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

9/15

10/17

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

9/13

10/13

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

9/9

10/11

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

9/7

10/7

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

9/5

10/5

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

9/1

10/3

９、１０月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

９月

3 土 12：00～21：00 緑八朔相撲大会
緑基幹集落セ
ンター土俵前

4 日 8：30～15：30
第21回
どろんこサッカー大会

篠山小学校
体育館横

5 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

7 水 9：30～12：00
愛媛スポレク祭
2011クロッケー

愛南町予選会

南レク5号
御荘多目的広場

10 土 13：00～20：30
スキューバー
ダイビング交流会

鹿島コーラル
ビーチ

11 日

9：30～15：30
スキューバー
ダイビング交流会

鹿島・横島

8：30～17：00
平成23年度
愛媛県下軟式野球選手権

南宇和支部予選

南レク3号
城辺球場

12 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

14 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館ほか

１０月

1 土
14：00～16：00

どろんこサッカー
大会フォトコンテスト

公開審査会

篠山小学校
体育館

14：00～16：00
第45回南宇和郡
中学校新人総合体育大会

南レク
城辺球場ほか

3 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

8 土 13：00～17：00
第5回　
愛－1グランプリ2011

南レク城辺
城辺多目的広場

9 日 8：30～17：00
第7回愛南町
スポーツ少年大会
ソフトボール競技

一本松あけぼの
グラウンド

12 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館

16 日 8：30～17：00
第7回スポーツ

フェスタIN愛南
南レク
城辺球場ほか

17 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

18 火 8：30～16：00
第31回南宇和郡
小学校陸上競技大会

南レク城辺
城辺多目的広場

29 土
8：30～17：00

第18回愛媛県秋季
学童軟式野球大会

南レク
城辺球場ほか

5：00～17：00 あいなん磯釣大会 内海・西海地区

30 日

8：30～17：00
第18回愛媛県秋季
学童軟式野球大会

南レク
城辺球場ほか

9：00～13：00
愛南サッカーフェスティバル
2011【キッズの部】

南レク
城辺球技場

8：30～17：00
第12回
フレンドリーカップ
ソフトバレー大会

一本松交流促進
センターほか

愛いっぱい愛南産直市
１０月２５日（火）～３１日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　松山三越

■10月1日（土）～10月31日（月）
　　　　　　　　平城貝塚発見120周年記念企画展
時間　9：00～17：00　場所　御荘文化センター

■9月28日（水）～10月14日（金）
　  パールジュエリー・デザインコンテスト作品展
時間　8：30～19：00　場所　DE・あ・い・21
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に け ー し ょ ん

　9月12日は、中秋の名月ですね。満月は地球と月と太陽が一直線に並んだときにおこる壮大な

宇宙のドラマです。その月と太陽を名前にもつ「ツキヒガイ(月日貝)」は、名前の通り美しい貝殻

をしています。貝の表は夕日のような赤色、裏側は満月のような白色です。表と裏でこんなにも

色が違う貝もめずらしいものです。詩人の金子みすずは、ツキヒガイの美しさを情景豊かに表し

ています。

「月日貝」 金子みすゞ

西のお空は/あかね色、/あかいお日さま/海のなか。

東のお空/真珠いろ、/まるい、黄色い/お月さま。

日ぐれに落ちた/お日さまと、/夜明けに沈む/お月さま、

逢うたは深い/海の底。

ある日/漁夫にひろわれた、/赤とうす黄の/月日貝。
　　　　　　　　　　『金子みすゞ童謡全集(JULA出版局)』より

(2010.8.1 瀬の浜 水深12m)環境省自然公園指導員 西尾知
と も て る

照

　本日!海
う み び よ り

日和!!「月と太陽のランデブー(ツキヒガイ)」

8/7 人形劇「じごくのそうべえ」
　御荘文化センターで、人形劇団ポポロによる人形劇

「じごくのそうべえ」が開催され、小学生や保護者

など約400名がコミカルな人形劇の世界を楽しみまし

た。

　地獄おくりになった軽業師のそうべえが、四人の仲

間とともに得意技で立ち向かう楽しいお話で、上方落

語の「地獄八景亡者戯(じごくばっけいもうじゃのた

わむれ)」を題材にした落語絵本が原作です。ユーモ

ラスなストーリーと舞台を所狭しと動き回る人形に、

会場は子ども達の笑い声でいっぱいになりました。

　西予市城川町のギャラリーしろかわで開かれている「第
17回全国かまぼこ板の絵展覧会」で、優秀賞に城辺小学校
2年生の田村綾

あ や の

乃さんの作品「お父さんのからしし」が選ば
れました。そのほか、城辺小学校3年生の児島兼

け ん せ い

聖くんの作
品「剣道がんばっています」が富永一朗名誉審査員長賞に
選ばれるなど、合わせて本町から出品した4作品が入賞しま
した。おめでとうございます。
　なお、田村さんと児島くんは、入会している城辺小放課
後児童クラブの取り組みで応募したもので、他の児童の作
品も審査の予選を通過した作品が多数ありました。作品
は、12月4日までギャラリーしろかわに展示されています。
【入賞者は次のとおり。本町出品者のみ掲載】

優秀賞 田村綾
あ や の

乃

富永一朗名誉審査員長賞 児島兼
け ん せ い

聖

宇和島蒲鉾協同組合長賞 吉田幸
ゆ き と し

稔

ポストのある風景フォトコンテスト
実行委員会委員長賞 村上 充

みつ る

全国かまぼこ板の絵展覧会入賞!

田村綾乃さん(左)と児島兼聖くん(右)

優秀賞「お父さんのからしし」
富永一朗名誉審査員長賞
「剣道がんばっています」
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愛 南 こ み ゅ
7/16 街道灯籠祭り

愛南「酒蔵の道をゆく」

　小西酒造の酒蔵を中心に蓮乗寺川周辺で、今年も街道灯籠祭り 愛南「酒蔵の道をゆく」
が行われました。約400個の竹灯籠と松明で照らされた小西酒造の建物の前では「こども
屋台」などが行われ、多くの家族連れが幻想的な灯籠の灯りと夏の風情を楽しみました。

7/17 一本松夏まつり
　一本松商店街で恒例の「一本松夏まつり」が開催され、歩行者天国となった商店街に
は各種団体による出店が並び、餅まきや地元アマチュアバンドライブなどが行われまし
た。また商店街近くの出雲大社一本松教会には、茅の束で作った大きな輪をくぐる「輪
抜け」に多くの参詣者が訪れていました。今年から花火大会はなくなりましたが、夏の
風物詩を楽しもうと浴衣姿の子ども達や家族連れで賑わっていました。

8/4 御荘病院夏祭り
　御荘平山地区で恒例の「第25回御荘
病院夏祭り」が開催され、浴衣姿の親
子連れなど約千名の来場者で賑わいま
した。
　会場では各種団体による物産販売や金魚すくい、
射的ゲームなどが出店され、特設ステージでは、ら
くさぶろうさんを進行役に「浴衣美人&甚平美男コン
テスト」「三瀬賢太マジックショー」「クイズ!3択で
ドン!」などの楽しい催しで盛り上がりました。フィ
ナーレでは約200発の花火が打ち上げられ、御荘湾を
鮮やかに照らし出していました。
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元
気
い
っ
ぱ
い

　
ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

　一本松交流促進センターで、愛南町では15年ぶりの
開催となる愛媛県剣道連盟主催「第54回愛媛県下三地
区剣道優勝大会（愛媛県剣道連盟主催・南宇和剣道会主
管）」が開催され、東・中・南予3地区から選抜された
剣士による3軍総当りの団体戦で優勝を競いました。
　大会結果は接戦の末、中予軍が優勝、南予軍は惜しく
も準優勝でした。代表選手達の気迫のこもった名勝負が繰り広げられました。

15 年ぶりの県下三地区剣道優勝大会 !
7/　

 31

　宿毛市総合運動公園市民体育館アリーナで
開催された「宿毛市長杯ミニバスケットボー
ル大会2011」に出場した愛南ミニバスケット
ボールクラブが、四国西南地域の強豪12チー
ムを抑えて優勝を果たしました。5月に行われ
た泉杯、6月に行われた柴田杯大会に続いて3
大会連続優勝となりました。

マリンスポーツで大活躍 !
8/　

4～5

宿毛市長杯ミニバス大会優勝 !
7/　

30・31

8/　

 1・

四国ブロックマリンスポーツ交流大会

カヌーの部 小学校男子

優 勝  本多研
け ん ご

吾(福浦小6年)

ヨットの部 小学校男子

3 位  増本皐
た か と

人(城辺小5年)

マリンスポーツ交流大会入賞者

　今治市大三島で、「第32回 B&Gスポーツ大会愛媛県大会 マリンスポーツ部門大会
(8/1)」が行われ、県内のB&G海洋センター・クラブの小中学生約80名が、ローボートや
シングルカヌー、オプティミスト(OP)ディンギーの3種目に出場し、真夏の暑い日差し
の下、熱戦を繰り広げました。
　また、香川県小豆島で行われた「四国ブロックマリンスポーツ交流大会(8/4～8/5)」
に、本町御荘B&G海洋クラブから3名が参加して好成績をおさめました。
【大会結果は次のとおり。本町選手のみ掲載】

ローボート種目 男子の部  準優勝 愛南町御荘(本多研
け ん ご

吾・池田昂
こ う き

輝・大西悠
ゆ う た ろ う

太郎・岸田有
ゆ う き

生)

　　　　　　　　　　　　　　　 2分14秒77

ローボート種目 女子の部  優 勝 愛南町御荘(浅海実
み の り

里・山本 南
みな み

・山本新
に あ

亞・増田奏
か な み

海)

　　　　　　　　　　　　　　  2分12秒02

シングルカヌー種目 小学生男子の部 優 勝 本多研
け ん ご

吾(愛南町御荘)1分35秒37

　　　　　　　　　　　　　　　　  第3位 池田昂
こ う き

輝(愛南町御荘)1分42秒94

シングルカヌー種目 小学生女子の部 優 勝 池田光
ひ か り

莉(愛南町御荘)1分44秒29

シングルカヌー種目 中学生男子の部 優 勝 岸田有
ゆ う き

生(愛南町御荘)1分32秒02

シングルカヌー種目 中学生女子の部 優 勝 増田奏
か な み

海(愛南町御荘)1分32秒24

　　　　　　　　　　　　　　　　  準優勝 芝田早
さ き

希(愛南町御荘)1分43秒12

OPディンギー種目 小学生の部 準優勝 増本皐
た か と

人(愛南町御荘)

OPディンギー種目 中学生の部 準優勝 山本加
か の ん

音(愛南町御荘)  
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ママさんバレー四国一 !
　広報6月号20ページでお知らせしていた「全
国ママさんバレーボール愛媛県大会」で優勝し
た本町の「インティ御荘」が、香川県高松市総
合体育館で開催された「第41回四国家庭婦人
バレーボール大会」に出場し、県予選を勝ち抜
いた代表チームをおさえて見事四国一の座を獲
得しました。本町からの優勝は、昭和61年の
第16回大会で優勝した「御荘クラブ」以来25年ぶりの優勝となります。このたびの快
挙、おめでとうございます。　

7/　

17～18

　南レク城辺公園芝球技場ほかで、小学4年生以下・小学6年生以下(7/23～24、40チー
ム)、中学2年生以下(7/30～7/31、16チーム)、ユース(8/5～7、5チーム)の各部に、県内
外から強豪チームが参加し、「愛南サッカーフェスティバル2011」が行われました。
【大会結果は次のとおり】

小学4年生以下の部 

          　　　　　 

小学6年生以下の部 

  同 2位リーグ 

  同 3位リーグ 

中学2年生以下の部 

ユースの部     

  同 得点王   

  同 MVP  

鬼北町少年サッカー大会で優勝 !
　鬼北総合グラウンドで開催された「第4回鬼北町少年
サッカー大会 松浦甚

じ ん い ち

一杯(3年生の部)」に出場した平城
サッカークラブが、四国西南地域などから参加した13
チームを抑えて優勝を果たしました。

7/　

2～ 3

小学4年生以下の部 優勝　平城サッカークラブU-10

サッカーフェスティバル
7/　

23～
8/　

 7

優勝 平城サッカークラブU-10

準優勝 八幡浜ジュニアサッカークラブ

 3 位 旭ジュニアフットボールクラブ

優勝 大洲フットボールクラブ

準優勝 喜多サッカースポーツ少年団

優勝 吉田サッカースポーツ少年団

優勝 一本松少年サッカークラブB

優勝 城辺中学校  準優勝 重信中学校

優勝 島根県U-16選抜  準優勝 鳳凰高等学校

北川雄大(島根県U-16選抜)

二宮竜平(南宇和高等学校)

中学2年生以下の部 優勝　城辺中学校
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四国西南地区少年剣道大会
8/　

 7

　一本松交流促進センターで、四国西南地域から53チーム約280名が参加して「第28回
四国西南地区少年剣道大会」が行われました。
【大会結果は次のとおり。本町選手のみ掲載】

個人戦

小学生女子の部  優勝 二神明
あ す み

日美(一本松剣道会)

　　　　　　　  3位 上杉奈
な な

々(深浦スポーツ少年団)

中学生男子の部  優勝 瀧口将
ま さ お み

臣(城辺中)

         　　　　  3位 二神大
ひ ろ や

也(一本松中)   3位 岩村隆
りゅうせい

成(一本松中)

団体戦

小学生低学年の部 優勝 城辺子供剣道会

中学生男子の部  優勝 城辺中学校A  準優勝 一本松中学校

南宇和剣道会長賞 小学生の部 二神明
あ す み

日美(一本松剣道会)

　　　　　　　　 中学生の部 瀧口将
ま さ お み

臣(城辺中)

団体戦中学生男子の部 優勝　城辺中学校 団体戦小学生低学年の部 優勝　城辺子供剣道会

8/12愛媛大学サッカー部

スポーツ合宿は愛南町で !
8/　

8～13

　流通科学大学軟式野球部
(25名 8/8～8/11)と愛媛大
学サッカー部(43名 8/11～
8/13)が、スポーツ合宿とし
て愛南町を訪れ、南レク城
辺球場や芝球技場で練習に
汗を流しました。それぞれ
石川副町長が表敬訪問し町
特産品をプレゼントしました。
　愛南町では、宇和島市と合同でスポーツ施設の利活用をめ
ざした「スポーツ合宿誘致事業」を実施しています。詳しく
は、商工観光課(TEL 72‐7315)まで問合せください。

南宇和剣道会長賞の瀧口くん
(左)と二神さん(右)

8/9流通科学大学軟式野球部

　御荘B&G海洋センター屋内プールで、知的障害者更生施設「い
ちごの里」入所者職員等約50名が参加して「いちごの里海洋性
事業」が行われ、プールで泳いだりオープンデッキ型カヌーに
乗ったりするなどマリンスポーツを楽しみました。

マリンスポーツを楽しもう ! 
7/　

 26
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問合せ 内　容 開設日 開設時間 9月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   
火・木   

園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・
つどいと交流
各種ワークショップ

日～金   

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内
73-1111

子育て 
  (電話)相談

木曜

 

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００

１３：００

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

１６：００

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●13日(火)10:30～
キッズ体操         
●27日(火)10:30～   
運動会ごっこ

●9日(金)
出張「わんぱく」         
●13日(火)世代間
●21日(水)
ベビースリング

5日(月)、9日(金)、
12日(月)、16日(金)
は夢創造館で行いま
す。

毎週

一本松
保育所

正木
保育所

東海
保育所
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充

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で

選
ば
れ
た
11
名
の
検
察
審
査

員
が
、
検
察
官
が
行
な
っ
た
不

起
訴
処
分
の
当
否
を
審
査
す
る

制
度
で
す
。
現
在
、
検
察
審
査
会

で
は
、
こ
の
制
度
を
ド
ラ
マ
形

式
で
紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出

し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
宇
和
島
検
察

審
査
会
事
務
局（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
１
３
３
）ま
で
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

資
格

● 

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
健
康
な
方
（
性
別
不

問
）

● 

常
に
お
客
様
の
立
場
に
立
っ
て
仕
事
の
で
き

る
方

● 

働
く
こ
と
に
よ
り
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
方

● 

仲
間
と
と
も
に
一
緒
に
な
っ
て
働
け
る
方

仕
事
の
内
容

　
草
引
き
・
草
刈
・
剪
定
・
大
工
仕
事
・
畑
仕
事
・

掃
除
・
洗
濯
・
買
い
物
・
そ
の
他

年
会
費
　
２
千
円

問
合
せ
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
御
荘
支
所
内 

℡
７
３
―

２
９
０
０
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問合せください。

　無料で民生児童委員２名が日常生活でかかえる心配ごとの相
談をお受けします。
  ９月３日（土）・２８日（水）14時～16時
　御荘老人福祉センター

（７月受付分）

（７月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう
宇
和
島
公
証
役
場
か
ら

老
後
の
安
心
設
計
!!

そ
れ
は
遺
言
と
任
意
後
見
で
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島
か
ら

平
成
24
年
３
月
新
規
高
校
卒
業
者

の
求
人
を
お
願
い
し
ま
す
！

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

「
法
務
局
く
ら
し
の

　
　
　
相
談
所
」開
設
！

地区名 子の名 保護者

緑　　丙 石　川　里
り

　花
か

恭
きょうへい

平

御荘平城 吉　田　瑠
る

　碧
い

英
ひで

樹
き

深　　浦 川　村　聖
せ し る

笑姫 崇
たかし

御荘平城 尾　崎　蓮
れん

　斗
と

慎
しん

吾
ご

久　　家 村　上　芽
め

　愛
い

亮
りょうた

太

御荘平城 中　尾　萌
ほの

　華
か

公
きみ

啓
ひろ

蓮 乗 寺  黒　田　夏
なつ

　羽
は

雄
ゆう

介
すけ

中　　川 井　村　柚
ゆず

　巴
は

博
ひろ

顕
あき

満　　倉 太　田　心
み さ き

咲姫 英
ひで

和
かず

御荘平城 濵　田　希
き

　子
き

憲
けん

志
し

中　　泊 吉　田　安
あん

　里
り

雄
ゆう

一
いち

城 辺 甲 山　岡　七
な

　音
おと

純
じゅんや

也

城 辺 甲   宮　岡　　　 晴
はれる

和
かず

生
お

地区名 亡くなった方 享年

増　　田 柿　本　五
い そ み

十三 65歳

柏 中　村　虎
とら

　人
ひと

48歳

御荘平城 谷　口　福
ふく

　義
よし

87歳

柏　　崎 　瀨　シナコ 83歳

武 者 泊 畑　部　稔
とし

　彦
ひこ

38歳

御荘深泥 勇　　　信
のぶ

　子
こ

77歳

小　　山 嘉　新　シズコ 98歳

御荘平山 向　田　文
ぶん

　三
ぞう

74歳

中　　川 西　　　タカヱ 102歳

平　　碆 中　尾　ヤスヱ 84歳

中　　川   森　田　　　 博
ひろし

79歳

平　　碆   中　川　　　
つよし

69歳

御荘平城 竹　村　ハツミ 89歳

中　　浦 菊　地　澄
すみ

　男
お

82歳

内　　泊 濱　田　ミトセ 93歳

城 辺 甲 山　崎　春
はる

　美
み

59歳

御荘深泥 西　元　次
じ

　郎
ろう

79歳

御荘平山 岡　本　アヤ子
こ

84歳

船　　越 吉　田　ヒサ子
こ

92歳

正　　木 米　花　美
み つ こ

津子 90歳

城 辺 甲 大　島　弘
ひろ

　安
やす

64歳

〜
10
月
１
日（
土
）か
ら
７
日（
金
）は
「
公
証
週
間
」
で
す
〜

　
公
証
役
場
を
ご
存
知
で
す
か
。
公
証
役
場
で
は
、
当
事

者
の
依
頼
に
よ
り
公
正
証
書
の
作
成
、
私
署
証
書
や
会
社

等
の
定
款
に
対
す
る
認
証
の
付
与
、
私
署
証
書
に
対
す
る

確
定
日
付
の
付
与
な
ど
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
公
正
証
書
に
は
、
遺
言
公
正
証
書
、
任
意
後
見
契
約
公

正
証
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
公
正
証
書
は
、
法
律
の
専
門

家
で
あ
る
公
証
人
が
作
成
す
る
公
文
書
で
あ
り
高
い
証
明

力
が
あ
り
ま
す
。
法
律
行
為
の
確
実
を
記
す
た
め
に
は
、

公
正
証
書
を
作
成
し
た
り
、
認
証
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　
公
証
役
場
で
は
、
電
話
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
　
宇
和
島
公
証
役
場

（
℡
０
８
９
５
―

２
５
―

２
２
９
２
）

　
平
成
24
年
３
月
新
規
高
等
学
校
卒
業

者
を
対
象
と
し
た
求
人
を
出
し
て
頂
け

る
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
で
、
社
会
人
と
し
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
い
う
強
い
希
望

と
意
欲
を
持
っ
た
高
校
生
の
た
め
に
、

ま
た
、
今
後
の
将
来
を
担
う
新
し
い
力

を
育
て
る
た
め
、
雇
用
の
場
の
確
保
に

は
、
企
業
の
皆
様
の
ご
協
力
が
不
可
欠

で
す
。

　
若
い
力
の
未
来
の
た
め
に
、
一
人

で
も
多
く
の
高
校
新
卒
者
の
採
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
・
求
人
申
し
込
み

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島

　
職
業
相
談
部
門
学
卒
係

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
０
９
）

日
時
　
10
月
２
日（
日
）10
時
〜
15
時

場
所

　
松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

内
容
　
土
地
・
建
物
の
登
記
相
談
、
相

続
、
人
権
相
談
、
公
証
事
務
に
関
す
る

相
談
な
ど（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）

担
当
　
法
務
局
職
員
、
公
証
人

問
合
せ

　
松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０
）



p24

愛南町の人口
平成23年 8月 1日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
掲
載
依
頼
な
ど
、
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■編集・発行

愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

愛
は

南
か
ら

10,923 戸

24,966 人

11,684 人

13,282 人

世帯数

人口

　男

　女

宮川利
とし あ き

章さん ( 御荘平城 ) 宅で飼われ
ている巨大な金魚です。大きいもので
は、頭から尾までゆうに 30cm を越え
ています。こんなに小さいうち ( 写真
右 ) から大切に飼っているそうです。愛
情注いで飼うとこんなに大きくなるんです
ね。大きな水槽の中を気持ち良さそうに泳い
でいました。

　文章を書くときに何を書こ

うか迷うことが多々ありま

す。そんな時にはインター

ネットからの情報をよく活用

します。また、用語の使い方

が適切か、漢字の使い方は間

違っていないか、昔であれば

国語辞典を引くところです

が、インターネットを活用す

れば瞬時に答えが見つかりま

す。実に便利な世の中になっ

たものだと思います。

　昨年から、インターネット

による国際的影響が話題に

なっています。ウィキリーク

スによるアメリカ機密文書な

どの暴露、動画サイトを使っ

た尖閣ビデオの流出、そして

チュニジアのジャスミン革命

はツイッターなどのインター

ネットツールを介してエジプ

トやサウジアラビアなどの中

東諸国に広がり、つい最近で

はリビアの独裁政権が打倒さ

れたばかりです。今や世界史

的な影響まで与えるように

なっています。

　インターネットは、新聞や

テレビをはじめとする既存の

マスメディアが報道しない情

報を容易に得ることができま

すが、偽情報や有害情報も氾

濫しており、犯罪の温床とも

なる諸刃の剣ともいえます。

　今後さらに進むであろう情

報化社会においては、一人ひ

とりがメディアリテラシー

( 情報メディアを主体的に読

み解いて必要な情報を引き出

し、その真偽を見抜いて活用

する能力 ) を持つことがより

重要になってきます。

8/2

東日本大震災に伴う募金のお礼
　東日本大震災発生後から8月15日まで、役場本庁、各
支所など町内9か所に設置していた募金箱の募金総額が
613,562円となりました。
　町民の皆様からたくさんの御厚意をいただいたことを報
告するとともに、募金をお寄せいただいた皆さまに心から
お礼申し上げます。
　お寄せいただいた募金は、町社会福祉協議会を通じて日
本赤十字社へ送金し被災地へお届けします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　  愛南町長 清水 雅文


